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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月6日(2012.6.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　少なくとも80％のメントール粒子の量、好ましくは少なくとも90％のメントール粒子の
量において、最小直径と最大直径の比率（商）d/Dが1.00 ≧ d/D ≧ 0.80の範囲である。
　メントール粒子の少なくとも80％の量、好ましくは少なくとも90％の量において、最小
直径と最大直径の商d/Dが、1.00 ≧ d/D ≧ 0.90の式を満たし、より好ましくは、1.00 
≧ d/D ≧ 0.95の式を満たすことが、特に好ましい。
　本発明の方法により、そのような好ましい球状粒子の集合を製造することができる。す
なわち、メントールペレットとは異なり、型の継ぎ目が無い、非常に均一な形状の球状メ
ントール（メントール顆粒）を製造することができる。
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